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エイズbcワクチン技術導出と臨床試験開qについて 

  

ディナベック株式会社（本社：茨城県つくば市、代表取締役社長：長谷川護、以下「ディナ

ベック」という）は、国際エイズワクチン����（本�：�ュー�ーク、CEO：Ms. Margaret 

McGlynn、以下「IAVI」という）とエイズbcワクチンの共�開発を�めて�りましたがこれに

成�したため、IAVI への本ワクチン技術の導出をこの�月�に��しました。IAVI は 2013 年

にも米国に�いて臨床試験を開qするb¢です。 

 ¤¥には４§万人のエイズª染者がおり、­者を®人治療している間に新たに 7 人がª染し

てしまう³´がµいています。この³´に対·するため、ディナベックは、国立ª染症研究所、

¼京大¾医科¾研究所との共�研究成果を生Ãして、2007年６月Ãら IAVIと、ディナベックの

センダイウイルス（以下「SeV」という）ベクター技術を用いたエイズワクチン製剤の共�開発

をÎって�りました。Ð者は、それÒれの科¾的、技術的な知見を×Øして、開発ÙÚのワク

チンのデÛインをÜ¢し、その有効性・á全性のãä、製å法のÜ立を目èしてまいりました。

これまでの開発éは全て IAVI がê担していますが、ì年６月にはこのプロïðクトに対して、

日本òóが¤¥ôÎをõして向う５年間に®§万ドルのùúをû¢しています。 

 本製剤は、SeVベクターの高い遺伝子発現能#、$膜でのª染と高い&'()能を*用した全

く新しいタイプの次¤代「$膜ワクチン」です。エイズウイルスの�å遺伝子を抗-遺伝子と

して SeV ベクターに./しており、エイズワクチンの有効性に重要と2えられる細胞傷害性8

細胞を9く誘導して、エイズウイルスにª染した細胞を;<=>してウイルスの?@を抑Bす

ることができます。特にEF内にHIした場合には、エイズウイルスª染KLである$膜組織

に対して、エイズウイルス特異的な$膜&'を誘導することができ、ウイルスのª染を効果的

にbcすることが期待されます。 

本製剤は、2012 年にアUVWX品医薬品[（FDA）へ\®]臨床試験を^_し、2013 年Ãら

臨床試験を開qするb¢です。ディナベックは\`]臨床試験まで開発パートナーとしてb#

をµけますが、日本発のベクター技術とエイズウイルス研究の成果、およe日本òóのfgが

開hすることが期待されます。 
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k¤¥のエイズの現³とワクチン開発への期待l 

 エイズ（後n性&'o全症Ùp acquired immunodeficiency syndrome：AIDS）は、qトロウ

イルス科のqンチウイルスにrする HIV のª染によってsき起こされ、重uな全v性&'o全

によって特徴xけられるy­であり、ª染後の高い発症z・死|zとbc・治療の難しさÃら、

現在でも人~が��する�も��な医療問�の一つとなっています。 

エイズの�Îは 1970年代�ばに中�アフVW地�にqまったと�¢されていますが、1980年

代に入って�米、WV��、ラテンアUVW�国に、ついで 1980年代��1990年代qめには�・

¼�アïア�国、さらに 1990年代�ばに入ると¼�、中国な�の�地�において�)な HIV �

Îが起っています。現在、¤¥では４§万人に近い HIV ウイルスª染者がおり、その�くは�

上国に�んでいます。そして、�日、¤¥中で新たに®万�§人のª染者が生まれています。

日本では、�生� 省Ãら約一万人の HIV ª染者の£在が公表されていますが、先�国の中で

¥一ª染者の?¦がè§されています。 

 抗ウイルス剤を*用したエイズ治療は近年�¨な�歩をとげ、特に�剤併用療法（highly 

active antiretroviral therapy：HAART）が¬効しています。しÃし、­者の薬剤へのアド­

ランス（H薬ス®ïュールを厳°に±²することが、³´用、µ薬¶件等の問�で¹ºしも容

¼でないこと）、½性ウイルスの出現、さらに³´用によってH薬が¾難となるな�の問�Ãら、

米国においても年¿�Àしてきた死|数ÀÂがÃÄちになりつつあります。また、�剤併用療

法はûしてÆ治的療法ではなく、血中のウイルスÈが検出限¥以下となっても、µ薬を中Ëす

るとウイルスのVバウンドが起きることが知られています。このような薬物療法の限¥をÎり

Ïえるためには、ª染細胞内の残£ウイルスをもÑさえ込Ó有効なワクチンの開発がo可欠と

されています。さらに、�剤併用療法は薬剤ä格の�でも開発�上国の­者にはê担が大き×

Øるため、これらの国でもÙ用可能な合理的なä格の薬剤、ワクチンの開発がÚまれています。 

 

kディナベックのワクチン製剤の製品特性l 

 ディナベックは、国立ª染症研究所（ÛÜÝÞエイズ研究センター長）との共�研究で、サ

ルのàデルの中でも、­トのエイズの臨床K×に近いとされるサルエイズá性àデル

（SIVmac239ª染àデル）において、体内のエイズウイルスに対する中和抗体とエイズウイルス

にª染した細胞への細胞性&'を誘導し、ワクチンとして有効であることを示しました。åá

性àデルでの効果は、ALVACWナVアæワクチンと AIDSVAXçèワクチンの組み合わせや、他の

ワクチンでは見られておらº、有効性について他のワクチンÙÚとのíî化が期待できる結果

となっています。即ち、高いª染効z、遺伝子発現能、さらにò本ó RNA の生成によるôõ&

'ö÷起による効果的な&'誘導効果な�が理ø的・実験的にúûされています。 

 

kIAVIについてl 

IAVI は、á全で有効な HIV bcワクチンの開発ü�とそのýþを目èしてÿ!している国際

的な"#*・"òó組織です。1996年に設立された IAVIは、現在 24W国で、国際的なパート

ナーの%ットワークを&'てワクチンÙÚの研究開発をÎっています。IAVIについての(細は、

URL: http://www.iavi.org を)*く+さい。 



 

kディナベックについてl 

ディナベックは、日本の�生� 省がùúした国,プロïðクトÃら-立ったベンチ.ー会

社です。�社の前vである国,プロïðクト、ディナベック研究所は、その９年にþ0研究開

発期間に、遺伝子治療にo可欠な技術である1新的なベクターöの開発に成�しております。

その一つが SeV ベクターです。�社はこれらのベクターやその用�について、その有効性とá

全性に2xいた�数の国際特許4を取5しています。ディナベックは現在、日本国内6の研究

機関、製薬会社と�9な共�研究と開発をÎっています。ディナベックについての(細は、URL: 

http://www.dnavec.co.jp/を)*く+さい。 

 

ディナベック株式会社 

設立：2003年９月５日 

資本金：20億円 

代表者：代表取締役社長 長谷川 護（はせがわ まもる） 

本社所在地：〒300-2611茨城県つくば市大久保６番 テクノパーク大穂 

従業員数：24名（2011年９月®日現在） 

事業内容：遺伝子医薬品、細胞工¾事業、バイオ製品の研究開発と販売等 

 

http://www.dnavec.co.jp/

